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第二子以降の妊娠・出産・育児へのフォローに関して



第一子出産が３０才以上

約５９％
上の子が大きくなるまで待つと

第二子を望むころには
妊娠確立が下がり妊娠できない事も

年の近い兄弟姉妹を希望するママたちが

妊娠に踏み切れるサポートシステムが必要



陣痛が来たときに
病院に行くまで

手伝ってくれる人がいない

→タクシーを呼んだとしても、
陣痛中に上の子を抱っこして病

院まで行くのは無理

分娩中は子供は分娩室に入れない
→陣痛分娩となった時、２４時間

すぐに駆けつけて上の子を見てくれる人が
いないので分娩できない

まだ幼い兄弟姉妹がいるママの出産時に起こる問題

分娩後の一週間ほどの入院中
上の子を預かってくれる人がいない
→いつ出産していつ入院になるかも

わからないため、
頼める先が無く出産は無謀に思える



 利用できる方の条件にある、

『ご家族などからの援助が受けられない』と言うところを

→『ご家族などからの援助が満足に受けられない』

など、少しハードルを下げた書き方にはできないか。

 上の子どもがまだ小さいママは

上の子をどこかに預ける必要があり利用が難しい。

上の子に関して、日中は保育施設へ預け、夜は病院でママと
一緒に宿泊できるようなシステムは作れないか。

特に、上記にある『家族から援助が受けられない』状況を考え
ると、パパの帰りが遅かったり出張や単身赴任の場合も考え
られる。

産後ケア事業への更なる要望


